
 

  日 時：令和6年７月１１日（木）   

 午後７時から午後８時30分まで 

       場 所：東明公民館 

       参加者：19名 

 

【内  容】 

市からの報告 テーマ：ごみの減量について 

・プラスチック・剪定枝・ミックスペーパーなどの分別が着実に進んでいる。 

・分別が進んだので、燃えるごみの量が減り、晴丘センターの負担は減少した。 

・ごみ全体の総量では前年から３％程の減少と大きく減っていないため、総量の

削減に市民の皆さまと一丸となって取り組んでいきたい。 

・分別を徹底するとともに、燃えるごみの中で一番多い調理くず、食べ残し、手付

かずにそのまま捨ててしまう食料品などのフードロスの削減に取り組みたい。 

 

市からの報告 テーマ：下水道料金の値上げについて 

・現在6月市議会にて、下水道料金の改定が議決された。 

・下水道料金の料金改定は24年ぶりとなる。 

・下水道事業は公営企業であり、本来は受益者負担で経営が求められるところ、

汚水を処理する費用の約６５%しか使用料で賄えていない。 

・残りの35%は税金で補填している現状であり、下水道を利用していない方の税

も含まれている。 

・経費回収率は本来100%が求められるもの。今回の改定によって、尾張旭市、

長久手市と同水準の経費回収率80%となる予定である。 

 

地域の課題：ごみ減量について 

・（資料から）5月・8月にごみが多い理由はあるのか。 

 ⇒ゴールデンウィークやお盆の帰省の影響があると思われる。 

・静岡県掛川市もごみ削減の取組を進めるため、ごみ袋に名前を書いたり、おむ

つの分別に取り組んでいる。瀬戸市の特徴的な取り組みは何か。 

 ⇒市内に臨時的に資源ごみの回収拠点を増やす予定。おむつの分別については、

処理方法を調査のうえ検討していく。 

・フードロス対策のため、静岡県掛川市のように「もったいないを考える日」を設

定してはどうか。 

・各自治会ごとにごみ削減に取り組んだ成果がわかるデータがあるとよいのでは
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ないか。 

・新しい転入者が増えたが、自治会に入る世帯が少ない。ごみの分別等の情報共

有ができないことが多くなったが、ごみの削減に影響が出るのではないか。 

・（資料から）令和 5 年 9 月にごみ処理量が減っている。その原因はどのような

ものか。 

 ⇒ごみ袋の値上げに関して議論されていた時であり、ごみの削減に対する市民

の皆さまの意識が高まったと思われる。 

・晴丘センターの処理施設の老朽化の問題については、ごみの削減にかかわらず

引き続き検討していく問題である。 

・大きなプラスチック製品も資源ごみとしてリサイクルのできる対象となると、

一層総量の削減につながるのではないか。 

 

地域の課題：旧東明小学校の跡地活用について 

・現在の跡地活用の検討状況について、状況報告をしてほしい。 

・跡地を活用する事業者選定とともに、道路の拡幅についても検討してほしい。 

・転入者が増加しているので、特に子育て世代の遊び場としての機能が必要では

ないか。 

・地域の高齢化が進み、今後自動車の運転ができない人が増えてくる。地域に医

療機関が少ないため、跡地に医療施設ができるとよい。 

・これまで要望のあった公園としてのスペースや避難所としての機能などは引き

続き検討してほしい。 

・いつまでに活用方法等を決定しなくてはならないのかを伝えてほしい。それに

よって地域の意見をどのようにまとめていくかが変わってくると思う。 

・複数年にわたる事業であるため、市の担当職員は異動の際にしっかりと内容を

引き継いでいくことが重要である。 

・跡地活用を検討する際に、この地区を市全体でどのような位置づけで考えてい

るかを教えてほしい。 

・今が子育て世代の転入の多いタイミングであるため、子育て支援として活用す

ることとなった場合は、その子育て期間中に間に合うスケジュールで検討を進

める必要がある。 

・子育て支援に活用する場合は、子育て世代が集まって意見交換をする機会を設

けてはどうか。 

・検討を進めるに当たり、市としての前提条件の有無や近隣の生活への影響等を

しっかりと共有したうえで議論を進める必要がある。 

 



地域の課題：その他 

（市からの資料提供について） 

・紙ごみの総量を減らすため、市からの提供資料はデータで共有してもらうこと

はできないか。 

（学校教育でのタブレット使用について） 

・学校でタブレットを活用した授業が進められているが、教科書も併用されてお

り、子どもたちの荷物が増えている。教科書をタブレットに集約できないか。 

・教科書を毎日持ち帰らせるのは負担ではないか。 

（歩道の整備について） 

・道が狭い箇所が多く、高齢者数が増えているため、歩道の整備をしてほしい。 

・道路が狭い箇所が多いがダンプカーの通行量が多い。すれ違い時に車が溝に落

ちていることがある。 

・30キロ規制の道路については、標識を設置して、スピードを落とすよう啓発を

してほしい。 

（自治会役員について） 

・自治会の役員の担い手が見つからない。業務が多いため、市からの依頼を減ら

してほしい。 

 


